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　今回、原告側は準備書面を提出しておりません。次
回（6月6日の弁論）の前までに、九電が1月半ばに出し
た新たな主張（震源を特定しない基準地震動の標準
応答スペクトルについて）に対する反論、能登半島地
震などの国の反論への再反論をします。
　他方、今回、九電・国からも準備書面を提出してきて
いません。

　中心は、証人尋問・原告本人尋問の申請に関するも
のになってきています。原告側は、専門家証人1名（上
岡直見氏（避難計画））、原告12名（避難する側9名、避
難を受け入れる側2名、福島原発事故の被害者1名）を
申請しています。上岡氏の能登半島地震を踏まえた補
充意見及び該当の原告らの陳述書も出し切りました。
他方、九電は、地震と火山について社員2名を証人とし
て申請しています。国は申請しておりません。
　今後、証人の採否等が議論されます。
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現在の原告数

10404人
（2025/5/1現在）

　3月14日の裁判には、原発事故の放射能汚染で
全村避難となった飯舘村の南西に位置する二本
松市の安達太良小学校で、事務職員として働いて
いた鈴木久之氏が、全校児童を放射能被曝から守
るために教職員が一体となって取り組んだことや現

在大量の除染土の処置に困っている国が8千ベク
レル以下の汚染土を市内の道路工事の路床材に
使おうとしている事に対して、市民が反対に立ち上
がっていることなどを陳述されました。
　原発過酷事故でのフクシマの被害は今後も何
時まで続くのか見通せない状態です。震災関連死
は福島県2348人と岩手472、宮城の932人に比べ
て、ずば抜けて多くの方が亡くなられています
（2024,12復興庁）。原発爆発後、避難途中又は避
難の繰返しで健康を害して死亡された方が殆ど
です。
　原発爆発によるフクシマの甚大な被害は、核燃
料デブリの取り出しは全く見通せず、汚染土及び
汚染水の問題など未だ現在進行形なのです。
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意見陳述意見陳述意見陳述

原告　鈴木 久之さん（福島原発事故被害者）

　私は昭和50年、福島県公立小中学校事務職員とし
て採用され、平成29年3月、60歳で定年退職するまで
県下の小中学校に勤務して来ました。原発事故時は、
高村光太郎の智恵子抄で有名な安達太良山の裾野
にある岳温泉地区にある安達太良（あだたら）小学
校勤務でした。その時の児童数は50名弱で、教職員9
名と用務員１名給食調理員3名、合わせて13名の小
規模校でした。

　平成23年3月11日の東日本大震災は福島第一原
発から約60キロ離れていた二本松市安達太良小学
校にも大きな揺れが来ました。地震の恐怖で泣き出
す子もたくさんいました。私たち教職員は、子どもた
ちの安全確保を優先し、頑丈な木製テーブルがある
部屋に児童を待機させました。午後4時頃になると、
近くの岳温泉の旅館等から、施設が損傷したので宿
泊予定客を、体育館に避難させてほしいと申し出が
ありました。まだ余震は続いており、地域の住民の方
も体育館に避難して来ました。このような受け入れ
を済ませて、子どもたちを保護者に引き渡せたのは、
暗くなった午後6時30分過ぎでした。その後も私たち
は旅館の宿泊予定客や住民のみなさんの避難受け
入れに奔走しました。学校は停電で暖を取れなかっ
たことから、家庭科室で使えたプロパンガスのガス
台でお湯を沸かし、ありったけのペットボトルで「湯
たんぽ」をつくり、プールの水をトイレ用として汲み

あげたりしました。避難者が体育館の床に直に座る
と冷えるので、体操用マットや隣の保育園から遊戯
用マット等を持込み床に敷くなど、臨機応変に知恵
を出し合いました。自家発電機があったらと思う場面
もありましたが、地元の関係者が機転を利かせて持
ち込んだジェットヒーターと作業灯が使えたので大
変助かりました。また、学校隣りの開業医の先生が、
避難者の体調管理のために保健室に待機して下さ
り、心強く一体感を感じる出来事でした。
　この間、固定電話は不通で、携帯電話も繫がりにく
い状態で、教育委員会との連絡もできず、教頭が車
で学校の状況を報告するために教育委員会に向か
いました。教頭は8時過ぎに帰校して、私たち教職員
に避難者対応の方針が伝えられ、午後10時過ぎに二
本松市の市職員と引継ぎを終えて、私が帰宅出来た
のは夜中の11時半頃でした。

　　　私には2人の子どもがいますが、原発事故時は
妻と長男の3人で二本松市内の自宅で暮らしていまし
た。帰宅した時は停電が復旧していたので、テレビを
つけたところ、私はそこで初めて原子力発電所が危機
的状況にあることを知りました。翌日以降、原発が次
と々爆発し、私の周りも最悪の事態になりました。

（1）私は自宅の狭い庭ですが、草花を栽培していま
した。平成23年5月か6月頃、自宅内の放射線量を測
定したことがありましたが、庭の芝生を張っていた上
は、数値が高かったことを記憶しています。このため、
原発事故から2年間は庭いじりを自粛しました。再開
したのは、住宅除染が行われてからでした。また、食

材は、事故後半年間は福島の農家の皆さんに申し訳な
いと思いながら、県外産の野菜を主に購入しました。
（2）私には神奈川県出身の連れ合いと結婚をした長
女がおります。長女は、平成27年7月に第一子を出産
しましたが、妊娠は平成26年12月頃に判明しました。
最初、妻は長女に二本松市の自宅に里帰りして、出
産してはどうか相談していました。妻は長女に、実家
に戻って産んだ方が周りに気兼ねすることもないし、
近くには頼れる親族もいるので、二本松市で産んだ
方がいいのではと勧めていました。
　しかし、長女の夫のご両親が原発事故から4年余り
経過しているのに放射能を心配して、福島での出産
を懸念されているということで神奈川で出産するこ
とになりました。私たち夫婦も、こうした被ばくを懸
念する気持ちは分かります。相手の両親に「大丈夫で
すよ。安心ですよ。」とは言えませんでした。私たちの
心の中では、私たちにとって初孫であり、どこか悔し
い思いがありました。

　　　　浪江町津島地区に住んでいた叔母が原発
事故避難で亡くなりました。私の亡父の妹の叔母今
野キヨ子は、原発事故時、双葉郡浪江町津島赤宇木
という、今でも線量が高く帰還困難区域に住んでい
ました。父が亡くなってからは叔母の家とは行き来
する回数は少なくなっていましたが、叔母は自宅の
畑で野菜作りをしていたということでした。もともと
は農家ですが、原発関連の会社で働いていた従兄
弟の宏さんが一家を支えていました。3月11日、宏さ
んは仕事から真夜中に帰宅したそうですが、3月12
日、全町避難となって、津島から避難しています。
　最初の避難先は、川俣町内の体育館でした。その
数日後、そこから親戚を頼り福島県伊達市内に移り
ましたが、親戚に長く迷惑をかけることもできないと
して、浪江町の多くの人が避難した旧二本松市役所
近辺の避難所に移って、更にその後、今野家の本家
の伝手により、喜多方市近くの福島県耶麻郡北塩原
村檜原曽原湖にあるペンションに、親戚一同で一時
避難生活をすることになりました。約一月の間に私

が知る限り4度の移動をしたわけです。叔母の家族は
その後、二本松市に設営された仮設住宅に6月頃ま
でには移動しましたが、叔母は4月の中旬頃に体調
を崩し、会津若松市の竹田病院に入院しました。私
は、５月連休前に、叔母の入院を聞き、私の姉と病院
に見舞いに行った際、叔母は「疲れた」「家族のところ
に帰りたい」「原発事故さえなかったら、こんなに転
々動く必要はなかった」と、悔しがりながら話してい
ました。その叔母は、その病院で家族が住む仮設住
宅に戻れず、原発事故から8ヵ月後の11月に亡くなり
ました。82歳でした。原発事故さえなったら、叔母は
亡くなることはなかったと思います。親族として悔し
いです。叔母が避難の為に何回も移動せざるを得な
かったのは、原発事故の避難で全町避難となり避難
者が多人数なところに、地震で避難者を収容できる
施設も被害に遭ったことや原発事故だけでなく地震
による被災者もいたこと、そして、仮設住居の設置が
遅れたことが一番の原因だと思います。その意味で
国や東京電力の責任は重いと思います。

　　　3月下旬になって二本松市内に、双葉地区か
らの原発事故避難者の受入れが始まりました。安達
太良小学校は50名を受け入れることになり準備を進
めました。その受け入れの説明会をしている時、保護
者から「原発がどうなっているのか詳しい説明もな
い、着の身着のまま逃げてきた」、「2、3日で家に帰る
ことができるものと思っていたから、何も持ち出してい
ない」、「家族が津波にさらわれ、まだ見つかっていな
い家族がいて、とても辛い」などと言う話を聞き、涙なし
にはいられませんでした。私たちは「ともかく、一つずつ
解決していきましょう。」とだけしか言えませんでした。
　私たちは避難児童を受け入れるため、地域のみな
さんに使用済みの運動着やランドセル、使用可能な
学用品の寄付を募って、避難児童に提供しました。そ
うしている中で、市教育委員会から「当面、避難児童
の学校給食費は保護者から徴収するようにと」指示
されました。私はこの非常時に、「どうして杓子定規
な対応しかできないのか」と憤りを覚えて「保護者の

　　　

負担にならないような対応が出来ないものか」と考
えました。私は学校給食費も含め会計事務を担当し
ていたので、文部科学省が被災児童に対しては「就
学援助の弾力的運用方針を取るように」と指示して
いることを知り、学校経費でいちばん金額が大きい
給食費に対しもその運用が出来るはずであると管
理職を説得し、教育委員会の担当者とも連絡を取り、
被災児童について就学援助の認定申請をして、認め
られて給食費は無料になりました。こうして給食費問
題は解消しましたが、それでも着の身着のままで避
難された保護者から一定期間、給食費を納めてもら
ったことはとても辛い体験でした。

　　　安達太良小学校は避難児童約50名が加わり
100名の児童で平成23年度がスタートしました。子
どもたちは、前からの子どもたちも避難で転入して
来た子どもたちも、大きな環境の変化でとても緊張
した様子が見られましたが、その中で、子どもたちの
優しさを感じる場面がありました。元からの子どもた
ちが、避難して来た児童に優しく接してくれ、学校生
活のルール等を色々と教えたりしている姿は、私た
ちに勇気を与えると共に救いにもなりました。
　原発事故の混乱が収まらない状況でしたが、始業
式翌日に学校給食が始まりました。子どもたちのため
にと給食調理員、給食事務を担当する養護教諭、食材
を納入する業者の方が積極的に協力してくれて、学
校給食が再開できました。最初の献立は、子どもたち
の大好きなカレーライスになりました。カレーライス
ならおかわりも可能です。案の定、何度もおかわりを
する子もいました。子どもたちから聞こえてきた話し
は、避難して以来、菓子パンと牛乳のみの食事が続い
ていたので、ある児童が「久しぶりの食事だった」と嬉
しそうに言ったことが、今でも忘れられません。校長
も学校給食を始業式翌日から開始して良かったと、
しみじみと話していました。

　　　平成23年3月下旬から4月上旬にかけて、私も
役員を務めていた教職員組合支部の会合で、子ども

たちを放射能から守るために活発な議論がされま
した。二本松市は福島市の南側、全村避難となった
飯館村と川俣町を挟んで南西側に位置していて、原
発からの距離は飯館村とあまり変わりませんが、当
地での放射線量の値は良く分かりませんでした。あ
とでスピーディというものがあったことを知りました
が、当時は一般には公表されていませんでした。そ
うした中、4月になって、学校の屋外活動制限の基準
値が年間総被ばく線量20mSv（3か月で1.3mSv）と文
科省の通達で示されました。しかし、教職員は、その
放射線量の環境の下で、子どもを学習させることに
強い抵抗を感じました。年間1ｍSv以下でないと安
全ではないという東大教授で専門家の方もおられ、
保護者の多くも不安がありました。子どもたちを行
政の責任で集団疎開させるべきだという意見もあ
れば、保護者にも生活があり親子を離れ離れにして
良いのかという意見、等侃々諤 と々出ました。
　最終的には国が決めた基準の年間20ｍSvに従う
のが公務員の立場ではないかということになりまし
たが、同時に子どもたちをできるだけ被ばくさせな
いようにする、という一致点でまとまりました。私は
20ｍSvについての国の基準に対する相違から教職
員間でわだかまりが生まれ、それまでの仲が裂かれ
てしまったように感じて残念な思いをしました。
　安達太良小学校は、事故前は安達太良山山麓の
自然豊かな環境で、子どもたちは校外で伸び伸び学
習できる学校でしたが、子どもたちを出来るだけ被
ばくさせないという方針が出て、平成23年度は学習
の一環としてそれまで行われていた花の栽培、畑の
耕作、落ち葉拾い等の様々な屋外活動が自粛となり
ました。裏山のどんぐりを拾ってきて駒を作るような
簡単な工作活動も出来なくなりました。
　また毎年５月に運動会を開催していましたが、秋に
延期しましたが、まだ校庭が除染されていないことや、
放射線量にはここから先は安全という閾値がないこと、
そして何かあった場合に教職員は責任を持てないと
いう理由から屋内の体育館で開催することになり、走
る競技や団体競技を少なくせざるを得ませんでした。

　原発事故は子どもたちの屋外での自由なのびの
びした活動を奪ってしまいました。

　今現在、私たちの所で大きな問題になっているの
は、除染した汚染土壌の処理の問題です。放射能汚
染された土壌は、30年間中間貯蔵施設に保管した
後、すべて県外に搬出するというのが国と福島県民
の約束です。しかしながら、国は平成29年放射性汚
染土壌の再生利用実証実験と称して、8,000Bq/㎥以
下の土壌を、二本松市の市道に路床材として埋め、
利用するという計画を立てて来ました。
　県内の農家の皆さんは風評被害も含め放射性汚
染物による実害で大変な被害を受けています。市民
が日常生活を取り戻しつつある時に、国は県外での
最終処分量を減らすために、汚染土壌の処理を被
災地である県内で減容化したり、県内の中間貯蔵施
設に運び込む量を減らするため、この計画を市民に
秘密裏に押し付けようとしています。
　二本松市民は、原発事故以来、何をするにしても放
射放射能問題に悩まされてきました。さらに実証事
業で悩まされることも、放射能により地域住民が分断
されてしまうことも、こりごりです。県内の農魚業や商

工業は風評ではなく実害を被って来たことから、幅広
い市民が｢実証事業にNO！｣の声をあげたのは当然
でした。二本松での汚染土壌の再生利用問題、ある
いはアルプス処理汚染水の海洋放出を機に、私は、
いったん事故が起きれば甚大な被害がいつまでも
続く原発事故は絶対くり返してならない、そのために
は原発に頼らないエネルギー政策への転換を求め
る気持ちが強くなっています。

　原発事故により、原発立地地域であった双葉地区
はもとより、すべての福島県民に今なお避難生活や
被害と議性を与えているにも関わらず、国も東京電
力も、誰も責任を取ろうとしていません。それどこら
か、原発の再稼働や新増設に原発政策を180度転換
したことは、福島原発事故の反省を投げ捨て、福島
の切り捨てだとしか思えません。
　裁判所におかれましては、国策として原発を推進
してきた国の責任、事業者として原発を推進してき
た電力会社の責任を明らかにして、二度と未来を担
う子どもたちに14年前のような被害を負わせないた
めに、原発の運転差し止めと廃炉を国や電力事業者
に決断されるようにお願いします。
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　私は昭和50年、福島県公立小中学校事務職員とし
て採用され、平成29年3月、60歳で定年退職するまで
県下の小中学校に勤務して来ました。原発事故時は、
高村光太郎の智恵子抄で有名な安達太良山の裾野
にある岳温泉地区にある安達太良（あだたら）小学
校勤務でした。その時の児童数は50名弱で、教職員9
名と用務員１名給食調理員3名、合わせて13名の小
規模校でした。

　平成23年3月11日の東日本大震災は福島第一原
発から約60キロ離れていた二本松市安達太良小学
校にも大きな揺れが来ました。地震の恐怖で泣き出
す子もたくさんいました。私たち教職員は、子どもた
ちの安全確保を優先し、頑丈な木製テーブルがある
部屋に児童を待機させました。午後4時頃になると、
近くの岳温泉の旅館等から、施設が損傷したので宿
泊予定客を、体育館に避難させてほしいと申し出が
ありました。まだ余震は続いており、地域の住民の方
も体育館に避難して来ました。このような受け入れ
を済ませて、子どもたちを保護者に引き渡せたのは、
暗くなった午後6時30分過ぎでした。その後も私たち
は旅館の宿泊予定客や住民のみなさんの避難受け
入れに奔走しました。学校は停電で暖を取れなかっ
たことから、家庭科室で使えたプロパンガスのガス
台でお湯を沸かし、ありったけのペットボトルで「湯
たんぽ」をつくり、プールの水をトイレ用として汲み

あげたりしました。避難者が体育館の床に直に座る
と冷えるので、体操用マットや隣の保育園から遊戯
用マット等を持込み床に敷くなど、臨機応変に知恵
を出し合いました。自家発電機があったらと思う場面
もありましたが、地元の関係者が機転を利かせて持
ち込んだジェットヒーターと作業灯が使えたので大
変助かりました。また、学校隣りの開業医の先生が、
避難者の体調管理のために保健室に待機して下さ
り、心強く一体感を感じる出来事でした。
　この間、固定電話は不通で、携帯電話も繫がりにく
い状態で、教育委員会との連絡もできず、教頭が車
で学校の状況を報告するために教育委員会に向か
いました。教頭は8時過ぎに帰校して、私たち教職員
に避難者対応の方針が伝えられ、午後10時過ぎに二
本松市の市職員と引継ぎを終えて、私が帰宅出来た
のは夜中の11時半頃でした。

　　　私には2人の子どもがいますが、原発事故時は
妻と長男の3人で二本松市内の自宅で暮らしていまし
た。帰宅した時は停電が復旧していたので、テレビを
つけたところ、私はそこで初めて原子力発電所が危機
的状況にあることを知りました。翌日以降、原発が次
と々爆発し、私の周りも最悪の事態になりました。

（1）私は自宅の狭い庭ですが、草花を栽培していま
した。平成23年5月か6月頃、自宅内の放射線量を測
定したことがありましたが、庭の芝生を張っていた上
は、数値が高かったことを記憶しています。このため、
原発事故から2年間は庭いじりを自粛しました。再開
したのは、住宅除染が行われてからでした。また、食

材は、事故後半年間は福島の農家の皆さんに申し訳な
いと思いながら、県外産の野菜を主に購入しました。
（2）私には神奈川県出身の連れ合いと結婚をした長
女がおります。長女は、平成27年7月に第一子を出産
しましたが、妊娠は平成26年12月頃に判明しました。
最初、妻は長女に二本松市の自宅に里帰りして、出
産してはどうか相談していました。妻は長女に、実家
に戻って産んだ方が周りに気兼ねすることもないし、
近くには頼れる親族もいるので、二本松市で産んだ
方がいいのではと勧めていました。
　しかし、長女の夫のご両親が原発事故から4年余り
経過しているのに放射能を心配して、福島での出産
を懸念されているということで神奈川で出産するこ
とになりました。私たち夫婦も、こうした被ばくを懸
念する気持ちは分かります。相手の両親に「大丈夫で
すよ。安心ですよ。」とは言えませんでした。私たちの
心の中では、私たちにとって初孫であり、どこか悔し
い思いがありました。

　　　　浪江町津島地区に住んでいた叔母が原発
事故避難で亡くなりました。私の亡父の妹の叔母今
野キヨ子は、原発事故時、双葉郡浪江町津島赤宇木
という、今でも線量が高く帰還困難区域に住んでい
ました。父が亡くなってからは叔母の家とは行き来
する回数は少なくなっていましたが、叔母は自宅の
畑で野菜作りをしていたということでした。もともと
は農家ですが、原発関連の会社で働いていた従兄
弟の宏さんが一家を支えていました。3月11日、宏さ
んは仕事から真夜中に帰宅したそうですが、3月12
日、全町避難となって、津島から避難しています。
　最初の避難先は、川俣町内の体育館でした。その
数日後、そこから親戚を頼り福島県伊達市内に移り
ましたが、親戚に長く迷惑をかけることもできないと
して、浪江町の多くの人が避難した旧二本松市役所
近辺の避難所に移って、更にその後、今野家の本家
の伝手により、喜多方市近くの福島県耶麻郡北塩原
村檜原曽原湖にあるペンションに、親戚一同で一時
避難生活をすることになりました。約一月の間に私

が知る限り4度の移動をしたわけです。叔母の家族は
その後、二本松市に設営された仮設住宅に6月頃ま
でには移動しましたが、叔母は4月の中旬頃に体調
を崩し、会津若松市の竹田病院に入院しました。私
は、５月連休前に、叔母の入院を聞き、私の姉と病院
に見舞いに行った際、叔母は「疲れた」「家族のところ
に帰りたい」「原発事故さえなかったら、こんなに転
々動く必要はなかった」と、悔しがりながら話してい
ました。その叔母は、その病院で家族が住む仮設住
宅に戻れず、原発事故から8ヵ月後の11月に亡くなり
ました。82歳でした。原発事故さえなったら、叔母は
亡くなることはなかったと思います。親族として悔し
いです。叔母が避難の為に何回も移動せざるを得な
かったのは、原発事故の避難で全町避難となり避難
者が多人数なところに、地震で避難者を収容できる
施設も被害に遭ったことや原発事故だけでなく地震
による被災者もいたこと、そして、仮設住居の設置が
遅れたことが一番の原因だと思います。その意味で
国や東京電力の責任は重いと思います。

　　　3月下旬になって二本松市内に、双葉地区か
らの原発事故避難者の受入れが始まりました。安達
太良小学校は50名を受け入れることになり準備を進
めました。その受け入れの説明会をしている時、保護
者から「原発がどうなっているのか詳しい説明もな
い、着の身着のまま逃げてきた」、「2、3日で家に帰る
ことができるものと思っていたから、何も持ち出してい
ない」、「家族が津波にさらわれ、まだ見つかっていな
い家族がいて、とても辛い」などと言う話を聞き、涙なし
にはいられませんでした。私たちは「ともかく、一つずつ
解決していきましょう。」とだけしか言えませんでした。
　私たちは避難児童を受け入れるため、地域のみな
さんに使用済みの運動着やランドセル、使用可能な
学用品の寄付を募って、避難児童に提供しました。そ
うしている中で、市教育委員会から「当面、避難児童
の学校給食費は保護者から徴収するようにと」指示
されました。私はこの非常時に、「どうして杓子定規
な対応しかできないのか」と憤りを覚えて「保護者の

　　　

負担にならないような対応が出来ないものか」と考
えました。私は学校給食費も含め会計事務を担当し
ていたので、文部科学省が被災児童に対しては「就
学援助の弾力的運用方針を取るように」と指示して
いることを知り、学校経費でいちばん金額が大きい
給食費に対しもその運用が出来るはずであると管
理職を説得し、教育委員会の担当者とも連絡を取り、
被災児童について就学援助の認定申請をして、認め
られて給食費は無料になりました。こうして給食費問
題は解消しましたが、それでも着の身着のままで避
難された保護者から一定期間、給食費を納めてもら
ったことはとても辛い体験でした。

　　　安達太良小学校は避難児童約50名が加わり
100名の児童で平成23年度がスタートしました。子
どもたちは、前からの子どもたちも避難で転入して
来た子どもたちも、大きな環境の変化でとても緊張
した様子が見られましたが、その中で、子どもたちの
優しさを感じる場面がありました。元からの子どもた
ちが、避難して来た児童に優しく接してくれ、学校生
活のルール等を色々と教えたりしている姿は、私た
ちに勇気を与えると共に救いにもなりました。
　原発事故の混乱が収まらない状況でしたが、始業
式翌日に学校給食が始まりました。子どもたちのため
にと給食調理員、給食事務を担当する養護教諭、食材
を納入する業者の方が積極的に協力してくれて、学
校給食が再開できました。最初の献立は、子どもたち
の大好きなカレーライスになりました。カレーライス
ならおかわりも可能です。案の定、何度もおかわりを
する子もいました。子どもたちから聞こえてきた話し
は、避難して以来、菓子パンと牛乳のみの食事が続い
ていたので、ある児童が「久しぶりの食事だった」と嬉
しそうに言ったことが、今でも忘れられません。校長
も学校給食を始業式翌日から開始して良かったと、
しみじみと話していました。

　　　平成23年3月下旬から4月上旬にかけて、私も
役員を務めていた教職員組合支部の会合で、子ども

たちを放射能から守るために活発な議論がされま
した。二本松市は福島市の南側、全村避難となった
飯館村と川俣町を挟んで南西側に位置していて、原
発からの距離は飯館村とあまり変わりませんが、当
地での放射線量の値は良く分かりませんでした。あ
とでスピーディというものがあったことを知りました
が、当時は一般には公表されていませんでした。そ
うした中、4月になって、学校の屋外活動制限の基準
値が年間総被ばく線量20mSv（3か月で1.3mSv）と文
科省の通達で示されました。しかし、教職員は、その
放射線量の環境の下で、子どもを学習させることに
強い抵抗を感じました。年間1ｍSv以下でないと安
全ではないという東大教授で専門家の方もおられ、
保護者の多くも不安がありました。子どもたちを行
政の責任で集団疎開させるべきだという意見もあ
れば、保護者にも生活があり親子を離れ離れにして
良いのかという意見、等侃々諤 と々出ました。
　最終的には国が決めた基準の年間20ｍSvに従う
のが公務員の立場ではないかということになりまし
たが、同時に子どもたちをできるだけ被ばくさせな
いようにする、という一致点でまとまりました。私は
20ｍSvについての国の基準に対する相違から教職
員間でわだかまりが生まれ、それまでの仲が裂かれ
てしまったように感じて残念な思いをしました。
　安達太良小学校は、事故前は安達太良山山麓の
自然豊かな環境で、子どもたちは校外で伸び伸び学
習できる学校でしたが、子どもたちを出来るだけ被
ばくさせないという方針が出て、平成23年度は学習
の一環としてそれまで行われていた花の栽培、畑の
耕作、落ち葉拾い等の様々な屋外活動が自粛となり
ました。裏山のどんぐりを拾ってきて駒を作るような
簡単な工作活動も出来なくなりました。
　また毎年５月に運動会を開催していましたが、秋に
延期しましたが、まだ校庭が除染されていないことや、
放射線量にはここから先は安全という閾値がないこと
、そして何かあった場合に教職員は責任を持てないと
いう理由から屋内の体育館で開催することになり、走
る競技や団体競技を少なくせざるを得ませんでした。

　原発事故は子どもたちの屋外での自由なのびの
びした活動を奪ってしまいました。

　今現在、私たちの所で大きな問題になっているの
は、除染した汚染土壌の処理の問題です。放射能汚
染された土壌は、30年間中間貯蔵施設に保管した
後、すべて県外に搬出するというのが国と福島県民
の約束です。しかしながら、国は平成29年放射性汚
染土壌の再生利用実証実験と称して、8,000Bq/㎥以
下の土壌を、二本松市の市道に路床材として埋め、
利用するという計画を立てて来ました。
　県内の農家の皆さんは風評被害も含め放射性汚
染物による実害で大変な被害を受けています。市民
が日常生活を取り戻しつつある時に、国は県外での
最終処分量を減らすために、汚染土壌の処理を被
災地である県内で減容化したり、県内の中間貯蔵施
設に運び込む量を減らするため、この計画を市民に
秘密裏に押し付けようとしています。
　二本松市民は、原発事故以来、何をするにしても放
射放射能問題に悩まされてきました。さらに実証事
業で悩まされることも、放射能により地域住民が分断
されてしまうことも、こりごりです。県内の農魚業や商

工業は風評ではなく実害を被って来たことから、幅広
い市民が｢実証事業にNO！｣の声をあげたのは当然
でした。二本松での汚染土壌の再生利用問題、ある
いはアルプス処理汚染水の海洋放出を機に、私は、
いったん事故が起きれば甚大な被害がいつまでも
続く原発事故は絶対くり返してならない、そのために
は原発に頼らないエネルギー政策への転換を求め
る気持ちが強くなっています。

　原発事故により、原発立地地域であった双葉地区
はもとより、すべての福島県民に今なお避難生活や
被害と議性を与えているにも関わらず、国も東京電
力も、誰も責任を取ろうとしていません。それどこら
か、原発の再稼働や新増設に原発政策を180度転換
したことは、福島原発事故の反省を投げ捨て、福島
の切り捨てだとしか思えません。
　裁判所におかれましては、国策として原発を推進
してきた国の責任、事業者として原発を推進してき
た電力会社の責任を明らかにして、二度と未来を担
う子どもたちに14年前のような被害を負わせないた
めに、原発の運転差し止めと廃炉を国や電力事業者
に決断されるようにお願いします。
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意見陳述

　私は昭和50年、福島県公立小中学校事務職員とし
て採用され、平成29年3月、60歳で定年退職するまで
県下の小中学校に勤務して来ました。原発事故時は、
高村光太郎の智恵子抄で有名な安達太良山の裾野
にある岳温泉地区にある安達太良（あだたら）小学
校勤務でした。その時の児童数は50名弱で、教職員9
名と用務員１名給食調理員3名、合わせて13名の小
規模校でした。

　平成23年3月11日の東日本大震災は福島第一原
発から約60キロ離れていた二本松市安達太良小学
校にも大きな揺れが来ました。地震の恐怖で泣き出
す子もたくさんいました。私たち教職員は、子どもた
ちの安全確保を優先し、頑丈な木製テーブルがある
部屋に児童を待機させました。午後4時頃になると、
近くの岳温泉の旅館等から、施設が損傷したので宿
泊予定客を、体育館に避難させてほしいと申し出が
ありました。まだ余震は続いており、地域の住民の方
も体育館に避難して来ました。このような受け入れ
を済ませて、子どもたちを保護者に引き渡せたのは、
暗くなった午後6時30分過ぎでした。その後も私たち
は旅館の宿泊予定客や住民のみなさんの避難受け
入れに奔走しました。学校は停電で暖を取れなかっ
たことから、家庭科室で使えたプロパンガスのガス
台でお湯を沸かし、ありったけのペットボトルで「湯
たんぽ」をつくり、プールの水をトイレ用として汲み

あげたりしました。避難者が体育館の床に直に座る
と冷えるので、体操用マットや隣の保育園から遊戯
用マット等を持込み床に敷くなど、臨機応変に知恵
を出し合いました。自家発電機があったらと思う場面
もありましたが、地元の関係者が機転を利かせて持
ち込んだジェットヒーターと作業灯が使えたので大
変助かりました。また、学校隣りの開業医の先生が、
避難者の体調管理のために保健室に待機して下さ
り、心強く一体感を感じる出来事でした。
　この間、固定電話は不通で、携帯電話も繫がりにく
い状態で、教育委員会との連絡もできず、教頭が車
で学校の状況を報告するために教育委員会に向か
いました。教頭は8時過ぎに帰校して、私たち教職員
に避難者対応の方針が伝えられ、午後10時過ぎに二
本松市の市職員と引継ぎを終えて、私が帰宅出来た
のは夜中の11時半頃でした。

　　　私には2人の子どもがいますが、原発事故時は
妻と長男の3人で二本松市内の自宅で暮らしていまし
た。帰宅した時は停電が復旧していたので、テレビを
つけたところ、私はそこで初めて原子力発電所が危機
的状況にあることを知りました。翌日以降、原発が次
と々爆発し、私の周りも最悪の事態になりました。

（1）私は自宅の狭い庭ですが、草花を栽培していま
した。平成23年5月か6月頃、自宅内の放射線量を測
定したことがありましたが、庭の芝生を張っていた上
は、数値が高かったことを記憶しています。このため、
原発事故から2年間は庭いじりを自粛しました。再開
したのは、住宅除染が行われてからでした。また、食

材は、事故後半年間は福島の農家の皆さんに申し訳な
いと思いながら、県外産の野菜を主に購入しました。
（2）私には神奈川県出身の連れ合いと結婚をした長
女がおります。長女は、平成27年7月に第一子を出産
しましたが、妊娠は平成26年12月頃に判明しました。
最初、妻は長女に二本松市の自宅に里帰りして、出
産してはどうか相談していました。妻は長女に、実家
に戻って産んだ方が周りに気兼ねすることもないし、
近くには頼れる親族もいるので、二本松市で産んだ
方がいいのではと勧めていました。
　しかし、長女の夫のご両親が原発事故から4年余り
経過しているのに放射能を心配して、福島での出産
を懸念されているということで神奈川で出産するこ
とになりました。私たち夫婦も、こうした被ばくを懸
念する気持ちは分かります。相手の両親に「大丈夫で
すよ。安心ですよ。」とは言えませんでした。私たちの
心の中では、私たちにとって初孫であり、どこか悔し
い思いがありました。

　　　　浪江町津島地区に住んでいた叔母が原発
事故避難で亡くなりました。私の亡父の妹の叔母今
野キヨ子は、原発事故時、双葉郡浪江町津島赤宇木
という、今でも線量が高く帰還困難区域に住んでい
ました。父が亡くなってからは叔母の家とは行き来
する回数は少なくなっていましたが、叔母は自宅の
畑で野菜作りをしていたということでした。もともと
は農家ですが、原発関連の会社で働いていた従兄
弟の宏さんが一家を支えていました。3月11日、宏さ
んは仕事から真夜中に帰宅したそうですが、3月12
日、全町避難となって、津島から避難しています。
　最初の避難先は、川俣町内の体育館でした。その
数日後、そこから親戚を頼り福島県伊達市内に移り
ましたが、親戚に長く迷惑をかけることもできないと
して、浪江町の多くの人が避難した旧二本松市役所
近辺の避難所に移って、更にその後、今野家の本家
の伝手により、喜多方市近くの福島県耶麻郡北塩原
村檜原曽原湖にあるペンションに、親戚一同で一時
避難生活をすることになりました。約一月の間に私

が知る限り4度の移動をしたわけです。叔母の家族は
その後、二本松市に設営された仮設住宅に6月頃ま
でには移動しましたが、叔母は4月の中旬頃に体調
を崩し、会津若松市の竹田病院に入院しました。私
は、５月連休前に、叔母の入院を聞き、私の姉と病院
に見舞いに行った際、叔母は「疲れた」「家族のところ
に帰りたい」「原発事故さえなかったら、こんなに転
々動く必要はなかった」と、悔しがりながら話してい
ました。その叔母は、その病院で家族が住む仮設住
宅に戻れず、原発事故から8ヵ月後の11月に亡くなり
ました。82歳でした。原発事故さえなったら、叔母は
亡くなることはなかったと思います。親族として悔し
いです。叔母が避難の為に何回も移動せざるを得な
かったのは、原発事故の避難で全町避難となり避難
者が多人数なところに、地震で避難者を収容できる
施設も被害に遭ったことや原発事故だけでなく地震
による被災者もいたこと、そして、仮設住居の設置が
遅れたことが一番の原因だと思います。その意味で
国や東京電力の責任は重いと思います。

　　　3月下旬になって二本松市内に、双葉地区か
らの原発事故避難者の受入れが始まりました。安達
太良小学校は50名を受け入れることになり準備を進
めました。その受け入れの説明会をしている時、保護
者から「原発がどうなっているのか詳しい説明もな
い、着の身着のまま逃げてきた」、「2、3日で家に帰る
ことができるものと思っていたから、何も持ち出してい
ない」、「家族が津波にさらわれ、まだ見つかっていな
い家族がいて、とても辛い」などと言う話を聞き、涙なし
にはいられませんでした。私たちは「ともかく、一つずつ
解決していきましょう。」とだけしか言えませんでした。
　私たちは避難児童を受け入れるため、地域のみな
さんに使用済みの運動着やランドセル、使用可能な
学用品の寄付を募って、避難児童に提供しました。そ
うしている中で、市教育委員会から「当面、避難児童
の学校給食費は保護者から徴収するようにと」指示
されました。私はこの非常時に、「どうして杓子定規
な対応しかできないのか」と憤りを覚えて「保護者の

　　　

負担にならないような対応が出来ないものか」と考
えました。私は学校給食費も含め会計事務を担当し
ていたので、文部科学省が被災児童に対しては「就
学援助の弾力的運用方針を取るように」と指示して
いることを知り、学校経費でいちばん金額が大きい
給食費に対しもその運用が出来るはずであると管
理職を説得し、教育委員会の担当者とも連絡を取り、
被災児童について就学援助の認定申請をして、認め
られて給食費は無料になりました。こうして給食費問
題は解消しましたが、それでも着の身着のままで避
難された保護者から一定期間、給食費を納めてもら
ったことはとても辛い体験でした。

　　　安達太良小学校は避難児童約50名が加わり
100名の児童で平成23年度がスタートしました。子
どもたちは、前からの子どもたちも避難で転入して
来た子どもたちも、大きな環境の変化でとても緊張
した様子が見られましたが、その中で、子どもたちの
優しさを感じる場面がありました。元からの子どもた
ちが、避難して来た児童に優しく接してくれ、学校生
活のルール等を色々と教えたりしている姿は、私た
ちに勇気を与えると共に救いにもなりました。
　原発事故の混乱が収まらない状況でしたが、始業
式翌日に学校給食が始まりました。子どもたちのため
にと給食調理員、給食事務を担当する養護教諭、食材
を納入する業者の方が積極的に協力してくれて、学
校給食が再開できました。最初の献立は、子どもたち
の大好きなカレーライスになりました。カレーライス
ならおかわりも可能です。案の定、何度もおかわりを
する子もいました。子どもたちから聞こえてきた話し
は、避難して以来、菓子パンと牛乳のみの食事が続い
ていたので、ある児童が「久しぶりの食事だった」と嬉
しそうに言ったことが、今でも忘れられません。校長
も学校給食を始業式翌日から開始して良かったと、
しみじみと話していました。

　　　平成23年3月下旬から4月上旬にかけて、私も
役員を務めていた教職員組合支部の会合で、子ども

たちを放射能から守るために活発な議論がされま
した。二本松市は福島市の南側、全村避難となった
飯館村と川俣町を挟んで南西側に位置していて、原
発からの距離は飯館村とあまり変わりませんが、当
地での放射線量の値は良く分かりませんでした。あ
とでスピーディというものがあったことを知りました
が、当時は一般には公表されていませんでした。そ
うした中、4月になって、学校の屋外活動制限の基準
値が年間総被ばく線量20mSv（3か月で1.3mSv）と文
科省の通達で示されました。しかし、教職員は、その
放射線量の環境の下で、子どもを学習させることに
強い抵抗を感じました。年間1ｍSv以下でないと安
全ではないという東大教授で専門家の方もおられ、
保護者の多くも不安がありました。子どもたちを行
政の責任で集団疎開させるべきだという意見もあ
れば、保護者にも生活があり親子を離れ離れにして
良いのかという意見、等侃々諤 と々出ました。
　最終的には国が決めた基準の年間20ｍSvに従う
のが公務員の立場ではないかということになりまし
たが、同時に子どもたちをできるだけ被ばくさせな
いようにする、という一致点でまとまりました。私は
20ｍSvについての国の基準に対する相違から教職
員間でわだかまりが生まれ、それまでの仲が裂かれ
てしまったように感じて残念な思いをしました。
　安達太良小学校は、事故前は安達太良山山麓の
自然豊かな環境で、子どもたちは校外で伸び伸び学
習できる学校でしたが、子どもたちを出来るだけ被
ばくさせないという方針が出て、平成23年度は学習
の一環としてそれまで行われていた花の栽培、畑の
耕作、落ち葉拾い等の様々な屋外活動が自粛となり
ました。裏山のどんぐりを拾ってきて駒を作るような
簡単な工作活動も出来なくなりました。
　また毎年５月に運動会を開催していましたが、秋に
延期しましたが、まだ校庭が除染されていないことや、
放射線量にはここから先は安全という閾値がないこと、
そして何かあった場合に教職員は責任を持てないと
いう理由から屋内の体育館で開催することになり、走
る競技や団体競技を少なくせざるを得ませんでした。

　原発事故は子どもたちの屋外での自由なのびの
びした活動を奪ってしまいました。

　今現在、私たちの所で大きな問題になっているの
は、除染した汚染土壌の処理の問題です。放射能汚
染された土壌は、30年間中間貯蔵施設に保管した
後、すべて県外に搬出するというのが国と福島県民
の約束です。しかしながら、国は平成29年放射性汚
染土壌の再生利用実証実験と称して、8,000Bq/㎥以
下の土壌を、二本松市の市道に路床材として埋め、
利用するという計画を立てて来ました。
　県内の農家の皆さんは風評被害も含め放射性汚
染物による実害で大変な被害を受けています。市民
が日常生活を取り戻しつつある時に、国は県外での
最終処分量を減らすために、汚染土壌の処理を被
災地である県内で減容化したり、県内の中間貯蔵施
設に運び込む量を減らするため、この計画を市民に
秘密裏に押し付けようとしています。
　二本松市民は、原発事故以来、何をするにしても放
射放射能問題に悩まされてきました。さらに実証事
業で悩まされることも、放射能により地域住民が分断
されてしまうことも、こりごりです。県内の農魚業や商

工業は風評ではなく実害を被って来たことから、幅広
い市民が｢実証事業にNO！｣の声をあげたのは当然
でした。二本松での汚染土壌の再生利用問題、ある
いはアルプス処理汚染水の海洋放出を機に、私は、
いったん事故が起きれば甚大な被害がいつまでも
続く原発事故は絶対くり返してならない、そのために
は原発に頼らないエネルギー政策への転換を求め
る気持ちが強くなっています。

　原発事故により、原発立地地域であった双葉地区
はもとより、すべての福島県民に今なお避難生活や
被害と議性を与えているにも関わらず、国も東京電
力も、誰も責任を取ろうとしていません。それどころ
か、原発の再稼働や新増設に原発政策を180度転換
したことは、福島原発事故の反省を投げ捨て、福島
の切り捨てだとしか思えません。
　裁判所におかれましては、国策として原発を推進
してきた国の責任、事業者として原発を推進してき
た電力会社の責任を明らかにして、二度と未来を担
う子どもたちに14年前のような被害を負わせないた
めに、原発の運転差し止めと廃炉を国や電力事業者
に決断されるようにお願いします。
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意見陳述

　私は昭和50年、福島県公立小中学校事務職員とし
て採用され、平成29年3月、60歳で定年退職するまで
県下の小中学校に勤務して来ました。原発事故時は、
高村光太郎の智恵子抄で有名な安達太良山の裾野
にある岳温泉地区にある安達太良（あだたら）小学
校勤務でした。その時の児童数は50名弱で、教職員9
名と用務員１名給食調理員3名、合わせて13名の小
規模校でした。

　平成23年3月11日の東日本大震災は福島第一原
発から約60キロ離れていた二本松市安達太良小学
校にも大きな揺れが来ました。地震の恐怖で泣き出
す子もたくさんいました。私たち教職員は、子どもた
ちの安全確保を優先し、頑丈な木製テーブルがある
部屋に児童を待機させました。午後4時頃になると、
近くの岳温泉の旅館等から、施設が損傷したので宿
泊予定客を、体育館に避難させてほしいと申し出が
ありました。まだ余震は続いており、地域の住民の方
も体育館に避難して来ました。このような受け入れ
を済ませて、子どもたちを保護者に引き渡せたのは、
暗くなった午後6時30分過ぎでした。その後も私たち
は旅館の宿泊予定客や住民のみなさんの避難受け
入れに奔走しました。学校は停電で暖を取れなかっ
たことから、家庭科室で使えたプロパンガスのガス
台でお湯を沸かし、ありったけのペットボトルで「湯
たんぽ」をつくり、プールの水をトイレ用として汲み

あげたりしました。避難者が体育館の床に直に座る
と冷えるので、体操用マットや隣の保育園から遊戯
用マット等を持込み床に敷くなど、臨機応変に知恵
を出し合いました。自家発電機があったらと思う場面
もありましたが、地元の関係者が機転を利かせて持
ち込んだジェットヒーターと作業灯が使えたので大
変助かりました。また、学校隣りの開業医の先生が、
避難者の体調管理のために保健室に待機して下さ
り、心強く一体感を感じる出来事でした。
　この間、固定電話は不通で、携帯電話も繫がりにく
い状態で、教育委員会との連絡もできず、教頭が車
で学校の状況を報告するために教育委員会に向か
いました。教頭は8時過ぎに帰校して、私たち教職員
に避難者対応の方針が伝えられ、午後10時過ぎに二
本松市の市職員と引継ぎを終えて、私が帰宅出来た
のは夜中の11時半頃でした。

　　　私には2人の子どもがいますが、原発事故時は
妻と長男の3人で二本松市内の自宅で暮らしていまし
た。帰宅した時は停電が復旧していたので、テレビを
つけたところ、私はそこで初めて原子力発電所が危機
的状況にあることを知りました。翌日以降、原発が次
と々爆発し、私の周りも最悪の事態になりました。

（1）私は自宅の狭い庭ですが、草花を栽培していま
した。平成23年5月か6月頃、自宅内の放射線量を測
定したことがありましたが、庭の芝生を張っていた上
は、数値が高かったことを記憶しています。このため、
原発事故から2年間は庭いじりを自粛しました。再開
したのは、住宅除染が行われてからでした。また、食

材は、事故後半年間は福島の農家の皆さんに申し訳な
いと思いながら、県外産の野菜を主に購入しました。
（2）私には神奈川県出身の連れ合いと結婚をした長
女がおります。長女は、平成27年7月に第一子を出産
しましたが、妊娠は平成26年12月頃に判明しました。
最初、妻は長女に二本松市の自宅に里帰りして、出
産してはどうか相談していました。妻は長女に、実家
に戻って産んだ方が周りに気兼ねすることもないし、
近くには頼れる親族もいるので、二本松市で産んだ
方がいいのではと勧めていました。
　しかし、長女の夫のご両親が原発事故から4年余り
経過しているのに放射能を心配して、福島での出産
を懸念されているということで神奈川で出産するこ
とになりました。私たち夫婦も、こうした被ばくを懸
念する気持ちは分かります。相手の両親に「大丈夫で
すよ。安心ですよ。」とは言えませんでした。私たちの
心の中では、私たちにとって初孫であり、どこか悔し
い思いがありました。

　　　　浪江町津島地区に住んでいた叔母が原発
事故避難で亡くなりました。私の亡父の妹の叔母今
野キヨ子は、原発事故時、双葉郡浪江町津島赤宇木
という、今でも線量が高く帰還困難区域に住んでい
ました。父が亡くなってからは叔母の家とは行き来
する回数は少なくなっていましたが、叔母は自宅の
畑で野菜作りをしていたということでした。もともと
は農家ですが、原発関連の会社で働いていた従兄
弟の宏さんが一家を支えていました。3月11日、宏さ
んは仕事から真夜中に帰宅したそうですが、3月12
日、全町避難となって、津島から避難しています。
　最初の避難先は、川俣町内の体育館でした。その
数日後、そこから親戚を頼り福島県伊達市内に移り
ましたが、親戚に長く迷惑をかけることもできないと
して、浪江町の多くの人が避難した旧二本松市役所
近辺の避難所に移って、更にその後、今野家の本家
の伝手により、喜多方市近くの福島県耶麻郡北塩原
村檜原曽原湖にあるペンションに、親戚一同で一時
避難生活をすることになりました。約一月の間に私

が知る限り4度の移動をしたわけです。叔母の家族は
その後、二本松市に設営された仮設住宅に6月頃ま
でには移動しましたが、叔母は4月の中旬頃に体調
を崩し、会津若松市の竹田病院に入院しました。私
は、５月連休前に、叔母の入院を聞き、私の姉と病院
に見舞いに行った際、叔母は「疲れた」「家族のところ
に帰りたい」「原発事故さえなかったら、こんなに転
々動く必要はなかった」と、悔しがりながら話してい
ました。その叔母は、その病院で家族が住む仮設住
宅に戻れず、原発事故から8ヵ月後の11月に亡くなり
ました。82歳でした。原発事故さえなったら、叔母は
亡くなることはなかったと思います。親族として悔し
いです。叔母が避難の為に何回も移動せざるを得な
かったのは、原発事故の避難で全町避難となり避難
者が多人数なところに、地震で避難者を収容できる
施設も被害に遭ったことや原発事故だけでなく地震
による被災者もいたこと、そして、仮設住居の設置が
遅れたことが一番の原因だと思います。その意味で
国や東京電力の責任は重いと思います。

　　　3月下旬になって二本松市内に、双葉地区か
らの原発事故避難者の受入れが始まりました。安達
太良小学校は50名を受け入れることになり準備を進
めました。その受け入れの説明会をしている時、保護
者から「原発がどうなっているのか詳しい説明もな
い、着の身着のまま逃げてきた」、「2、3日で家に帰る
ことができるものと思っていたから、何も持ち出してい
ない」、「家族が津波にさらわれ、まだ見つかっていな
い家族がいて、とても辛い」などと言う話を聞き、涙なし
にはいられませんでした。私たちは「ともかく、一つずつ
解決していきましょう。」とだけしか言えませんでした。
　私たちは避難児童を受け入れるため、地域のみな
さんに使用済みの運動着やランドセル、使用可能な
学用品の寄付を募って、避難児童に提供しました。そ
うしている中で、市教育委員会から「当面、避難児童
の学校給食費は保護者から徴収するようにと」指示
されました。私はこの非常時に、「どうして杓子定規
な対応しかできないのか」と憤りを覚えて「保護者の

　　　

負担にならないような対応が出来ないものか」と考
えました。私は学校給食費も含め会計事務を担当し
ていたので、文部科学省が被災児童に対しては「就
学援助の弾力的運用方針を取るように」と指示して
いることを知り、学校経費でいちばん金額が大きい
給食費に対しもその運用が出来るはずであると管
理職を説得し、教育委員会の担当者とも連絡を取り、
被災児童について就学援助の認定申請をして、認め
られて給食費は無料になりました。こうして給食費問
題は解消しましたが、それでも着の身着のままで避
難された保護者から一定期間、給食費を納めてもら
ったことはとても辛い体験でした。

　　　安達太良小学校は避難児童約50名が加わり
100名の児童で平成23年度がスタートしました。子
どもたちは、前からの子どもたちも避難で転入して
来た子どもたちも、大きな環境の変化でとても緊張
した様子が見られましたが、その中で、子どもたちの
優しさを感じる場面がありました。元からの子どもた
ちが、避難して来た児童に優しく接してくれ、学校生
活のルール等を色々と教えたりしている姿は、私た
ちに勇気を与えると共に救いにもなりました。
　原発事故の混乱が収まらない状況でしたが、始業
式翌日に学校給食が始まりました。子どもたちのため
にと給食調理員、給食事務を担当する養護教諭、食材
を納入する業者の方が積極的に協力してくれて、学
校給食が再開できました。最初の献立は、子どもたち
の大好きなカレーライスになりました。カレーライス
ならおかわりも可能です。案の定、何度もおかわりを
する子もいました。子どもたちから聞こえてきた話し
は、避難して以来、菓子パンと牛乳のみの食事が続い
ていたので、ある児童が「久しぶりの食事だった」と嬉
しそうに言ったことが、今でも忘れられません。校長
も学校給食を始業式翌日から開始して良かったと、
しみじみと話していました。

　　　平成23年3月下旬から4月上旬にかけて、私も
役員を務めていた教職員組合支部の会合で、子ども

たちを放射能から守るために活発な議論がされま
した。二本松市は福島市の南側、全村避難となった
飯館村と川俣町を挟んで南西側に位置していて、原
発からの距離は飯館村とあまり変わりませんが、当
地での放射線量の値は良く分かりませんでした。あ
とでスピーディというものがあったことを知りました
が、当時は一般には公表されていませんでした。そ
うした中、4月になって、学校の屋外活動制限の基準
値が年間総被ばく線量20mSv（3か月で1.3mSv）と文
科省の通達で示されました。しかし、教職員は、その
放射線量の環境の下で、子どもを学習させることに
強い抵抗を感じました。年間1ｍSv以下でないと安
全ではないという東大教授で専門家の方もおられ、
保護者の多くも不安がありました。子どもたちを行
政の責任で集団疎開させるべきだという意見もあ
れば、保護者にも生活があり親子を離れ離れにして
良いのかという意見、等侃々諤 と々出ました。
　最終的には国が決めた基準の年間20ｍSvに従う
のが公務員の立場ではないかということになりまし
たが、同時に子どもたちをできるだけ被ばくさせな
いようにする、という一致点でまとまりました。私は
20ｍSvについての国の基準に対する相違から教職
員間でわだかまりが生まれ、それまでの仲が裂かれ
てしまったように感じて残念な思いをしました。
　安達太良小学校は、事故前は安達太良山山麓の
自然豊かな環境で、子どもたちは校外で伸び伸び学
習できる学校でしたが、子どもたちを出来るだけ被
ばくさせないという方針が出て、平成23年度は学習
の一環としてそれまで行われていた花の栽培、畑の
耕作、落ち葉拾い等の様々な屋外活動が自粛となり
ました。裏山のどんぐりを拾ってきて駒を作るような
簡単な工作活動も出来なくなりました。
　また毎年５月に運動会を開催していましたが、秋に
延期しましたが、まだ校庭が除染されていないことや、
放射線量にはここから先は安全という閾値がないこと、
そして何かあった場合に教職員は責任を持てないと
いう理由から屋内の体育館で開催することになり、走
る競技や団体競技を少なくせざるを得ませんでした。

　原発事故は子どもたちの屋外での自由なのびの
びした活動を奪ってしまいました。

　今現在、私たちの所で大きな問題になっているの
は、除染した汚染土壌の処理の問題です。放射能汚
染された土壌は、30年間中間貯蔵施設に保管した
後、すべて県外に搬出するというのが国と福島県民
の約束です。しかしながら、国は平成29年放射性汚
染土壌の再生利用実証実験と称して、8,000Bq/㎥以
下の土壌を、二本松市の市道に路床材として埋め、
利用するという計画を立てて来ました。
　県内の農家の皆さんは風評被害も含め放射性汚
染物による実害で大変な被害を受けています。市民
が日常生活を取り戻しつつある時に、国は県外での
最終処分量を減らすために、汚染土壌の処理を被
災地である県内で減容化したり、県内の中間貯蔵施
設に運び込む量を減らするため、この計画を市民に
秘密裏に押し付けようとしています。
　二本松市民は、原発事故以来、何をするにしても放
射放射能問題に悩まされてきました。さらに実証事
業で悩まされることも、放射能により地域住民が分断
されてしまうことも、こりごりです。県内の農魚業や商

工業は風評ではなく実害を被って来たことから、幅広
い市民が｢実証事業にNO！｣の声をあげたのは当然
でした。二本松での汚染土壌の再生利用問題、ある
いはアルプス処理汚染水の海洋放出を機に、私は、
いったん事故が起きれば甚大な被害がいつまでも
続く原発事故は絶対くり返してならない、そのために
は原発に頼らないエネルギー政策への転換を求め
る気持ちが強くなっています。

　原発事故により、原発立地地域であった双葉地区
はもとより、すべての福島県民に今なお避難生活や
被害と議性を与えているにも関わらず、国も東京電
力も、誰も責任を取ろうとしていません。それどころ
か、原発の再稼働や新増設に原発政策を180度転換
したことは、福島原発事故の反省を投げ捨て、福島
の切り捨てだとしか思えません。
　裁判所におかれましては、国策として原発を推進
してきた国の責任、事業者として原発を推進してき
た電力会社の責任を明らかにして、二度と未来を担
う子どもたちに14年前のような被害を負わせないた
めに、原発の運転差し止めと廃炉を国や電力事業者
に決断されるようにお願いします。
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2025年3月11日(火)、福岡では恒例の上記集会が開催され約250名が集まり
ました（3.11福岡周回実行委員会主催）。11時30分から警固公園で集会が
始まり、各団体からの報告があり、特別報告として玄海原発プルサーマルと

全基をみんなで止める裁判の会代表の石丸初美さんが登壇し熱い発言に拍手がさかんに湧いていました。その後
12時30分過ぎから天神一周・デモをおこない、13時15分に解散。その後、これも好例となった九電申し入れ行動と本
店前マイクアピールがありました。

2025年3月11日の正午過から、参加者３０名ほどが集まり、佐賀県庁前のく
すの栄橋でスタンディングをおこないました。

原発ゼロ！3.11福岡集会
（報告者：染谷 孝）

フクシマを忘れない原発ゼロ佐賀市の会スタンディング
（報告者：野口佳代子）

各地の3.11集会レポート



　フクシマ原発事故から14年になる今年2025年
の3.11企画講演会は、3月9日(日)10時～12時にメ
ートプラザ佐賀にて原子力資料情報室事務局長の
松久保肇さんをお招きして「フクシマを忘れない！
　原発いらない！　原発延命政策のカラクリ」と題
して開催しました。
　あらかじめ講演配布用資料として送っていただ
いたスライドのPDFには、細かいデータ数値やグ
ラフがびっしり出ていて、「ちょっと難解かな！？」と
危惧したのですが、それはいらぬ心配でした。当日
は分かりやすい言葉でやさしく説明いただき、参
加者の皆さんからも「分かりやすかった」「何が問
題なのかよく理解できた」などの声をたくさんいた
だきました。つまり、詳細なデータに基づいたうえ
で原発問題を平易に解説されたのです。
　染谷の開会挨拶のあと、講演は約80分ありまし
た。そのエッセンスは以下のようです。

●炉心溶融した米国スリーマイル島の廃炉作業で
は、炉心の底部は溶けていなかったので水が溜ま
っていて、それが放射線を遮蔽して作業しやすかっ
たため、炉心デブリの取り出しは平均85kg/日のペ
ースであった。一方フクシマでは遮蔽する水がな
い過酷な環境で2051年までに完了するには倍の
160kg/日のペースで取り出さないと間に合わない。
●原子力学会の報告書「国際基準からみた廃棄物

管理(2020)」では廃止措置(廃炉)は100年から数百
年に及ぶと見積もられている。●除染作業で発生
した放射性土壌を政府・東電は「除去土壌」と呼ん
で正体をごまかしている。1,300万立方メートルも
あり、この73%に相当する8,000Bq/kg以下の土壌
を「再生資材」と呼び、全国の公共事業で公園等に
埋設しても覆土すれば人体への影響はほとんどな
いと主張している。しかし地震や崖崩れなどで汚染
土壌がむき出しになるリスクを考慮していない。そ
もそも原発から排出される低レベル放射性廃棄物
は100Bq/kg以上が管理対象で、汚染土壌の基準と
はダブルスタンダード。●原発の発電コストは日本
でだけ異様に安く13円/kWhで(コスト検証WG, 
2024)、外国では27円/kWh（Lazard LCOE, 2024）、
35円/kWh（BNEF, 2023）である。逆に太陽光や風
力は異常に高い見積を日本政府は出している。●
原発は計画から建設に20年かかるので、温暖化防
止策に原発を挙げても即効性がない。●IEA（国際
エネルギー機関）の示す脱炭素化電源のシナリオ
では、2050年には再エネが9割を占め原発は約
8%。原発推進派のIEAですら、すでに原発を見限っ
ている。●第7次エネルギー基本計画の示す2040
年度の電源構成は、原子力20％、火力30～40％、
再エネ40～50%だが、原子力では建設中も含めて
全ての原発が稼働ないし稼働延長しないと目標値
を達成できず、火力ではその5～9割が脱炭素火力
と呼ばれる新型炉のため今から新しく建設しない
と達成できない。あまりに非現実的だ。●原発は巨
額の初期投資を長期安定運転で回収するビジネ
スモデルであり、投資回収に大きなリスクを持つた
め、国際的には投資家から敬遠されている。
　講演後、約10分の質疑応答のあと、東島浩幸弁
護士の閉会の挨拶でお開きとなりました。
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松久保肇さん講演会
染 谷  孝

Seminar
Report
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　原発なくそう！九州玄海訴訟は、玄海原発のすべての廃炉を求めて福島原発事故の翌年の2012年に
提訴され、10年以上を経た今日まで審理が尽くされてきました。
　なかでも玄海原発の最大の特徴は、周辺に20近い離島を抱えており、そのため実効性を欠き現実離
れした「避難計画」は際立っています。
　これからの裁判の流れは、30km圏内に居住し避難を余儀なくされる原告らを中心とする原告本人
尋問のほか専門家による証人尋問が予定され、その後、結審そして判決が言い渡されます。

2012年1月 提　訴

判　決

口頭弁論、
原告意見陳述

専門家証人尋問
（主尋問､反対尋問）

原告本人尋問
（主尋問､反対尋問）

2026年
2月頃

結　審

2026年～
2027年

2012年1月、1704人が佐賀地裁に
提訴（第1陣）。以後、50陣まで追加
提訴し、原告総数は10404名

原告、被告（国・九電）双方による
主張や証拠資料の提出

原発問題に詳しい専門家が出頭し、
それぞれの立場で証言
原告側／上岡直見氏（避難計画）申請中
九電側／地震と火山について社員2名申請中

最終準備書面提出
（結　　審）

原告が経験した事実を中心に質問
に答える手続
＊30ｋｍ圏内に居住する原告9名申請中
＊避難を受け入れる側の原告2名申請中
＊福島原発事故による被害者１名申請中

今後の裁判の見通し
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2025年　5月8日（木）に
終了しました。

第51陣追加提訴のご案内 第52陣追加提訴のご案内

2025年　9月26日（金）
14:00　集合／ニュー寺元ビル5F会議室

（佐賀市中央本町1-10  佐賀中央法律事務所
  佐賀玉屋の近くです）

15:30　口頭弁論
　　　 模擬裁判・報告集会会場／
　　 　ニュー寺元ビル5F会議室

2025年　8月28日（金）
13:00　佐賀県弁護士会館ロビー集合
※締め切りは8月22日（金）午前中

第51回裁判のご案内

今後の日程

2025年　6月6日（金）
13:30　佐賀県弁護士会館集合
14:00　進行協議
15:00　口頭弁論

模擬裁判・報告集会会場/
佐賀県弁護士会館

第50回裁判のご案内

場合によってはお亡くなりになった方もお
られるのではないかと思います。そこで、弁
護団としては原告の皆さんの転居の有無
や、亡くなられた方の確認を行いたいと思
います。
　つきましては、上記の場合には、お手数を
おかけしますが、「原発なくそう！九州玄海
訴訟」事務局までご連絡ください。

　2012年1月に提訴した原発なくそう!九
州玄海訴訟も、10年以上の裁判を続けて
きました。現在、佐賀地方裁判所では、証
人尋問に向けた準備が行われており、そ
の後の判決に向けた手続きが進んでいる
ところです。
　提訴から10年以上経ちましたので、そ
の間、原告の方の中には、転居されたり、

◎住所を変更された方
◎お亡くなりになられた方
◎氏名を変更された方

裁判に参加されている
みなさま、ご家族のみなさまへ

大切な
お知らせ
大切な
お知らせ
大切な
お知らせ


